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1 年がスタートしました 

                             副校長  菅野 至 

 

今年度、前任の船橋副校長先生の後を受け

て、4月より着任いたしました、副校長、菅

野 至（すがの いたる）と申します。この

4月は昨年よりも桜の花が残っていて、ここ

杉並第七小学校の桜もとてもきれいに咲き、

迎えてくれました。1か月前、右も左もわか

らない中でもその異動の緊張感を和らげて

くれたのを思い出します。 

今後の杉並第七小学校の発展に精一杯努

めて参ります。どうぞ、よろしくお願いいた

します。 

 

 着任して最も印象深いことは、やはり、地

域との結びつきがとても強いということで

す。まだ、着任して日は短いですが、様々な

会議やお話などで、学校支援本部の方々や地

域の町会の方々、保護者の皆様が、この杉七

小学校をとても愛していらっしゃるのだな、

ということを全身で感じています。現在、学

校の役割について見直していかなければな

らないという話題があがっている中で、皆様

の学校への期待がとても大きなものである

ことがわかりました。 

 そのような温かい雰囲気の中、教員一人一

人が学校を支えてくださる多くの方々と積

極的に関わり、新たな取組を考えていこうと

しています。先月の学校だよりや、学校説明

会でも齋藤校長から説明がありましたよう

に、生活科・総合的な学習の時間を「杉七タ

イム」とし、これまでの取り組みを生かしな

がら、子供たちの学びの場としてより有意義

なものにしていきます。 

 また、子供たちの素直で礼儀正しい姿にと

ても感心しました。廊下ですれ違うときの挨

拶、職員室に用事があるとき対応の仕方など、

高学年が低学年の手本として行動している

姿をよく見ることができます。このような姿

はぜひこれからも継続させ、高学年の子供た

ちのモデルとなる姿を見て下の子供たちが

育っていく、良いサイクルを定着させていき

たいと考えています。 

 

 さて、現在、桜の季節も終わり、校庭の木々

もやわらかい緑の若葉が目立ってきています。

北門近くの体育館の藤棚には鮮やかな藤色の

花がきれいに咲いています。 

これからの 1 年。この杉並第七小学校がどの

ような顔を見せてくれるのか楽しみです。そし

て、杉並第七小学校 90 周年を迎える年。自分

自身も精一杯学校、地域のために努めて参りた

いと考えています。皆様の御協力をどうぞよろ

しくお願いいたします。 
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